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七
五
七
七
形
式
の
短
歌
と
も
い
わ
れ
る
）
」

つ
く
っ
た
と
き
の
歌
で
、

日
本
で
最
初
の
五

（
高
天
原
を
追
わ
れ
た
尊
が
出
雲
国
に
宮
を

こ
の
幾
重
に
も
め
ぐ
ら
し
た
垣
よ
。

し
て
幾
重
に
も
垣
を
つ
く

っ
て
い
る
。
あ
あ
、

に
も
垣
を
め
ぐ
ら
し
、
妻
の
い
る
と
こ
ろ
と

「八
雲
立
つ
出
雲
の
地
に
雲
の
よ
う
に
幾
重

ヤ

ク

モ

イ

ズ

モ

ヤ

エ

ガ

キ

ツ

マ

ゴ

八
雲
立
つ
出
雲
八
重
垣
妻
籠
み
に

八
重
垣
つ
く
る
そ
の
八
重
垣
を

ス
サ
ノ

オ

ノ

ミ

コ

ト

〔
須
佐
之
男
命
／
素
箋
鳴
尊
（
古
事
記
）
〕

賛
歌
な
の
だ
ろ
う
）」

さ
れ
い
る
。
古
く
か
ら
謡
わ
れ
て
き
た
大
和

た
歌
が
日
本
武
尊
の
父
景
行
天
皇
の
御
製
と

（
出
典
は
古
事
記
だ
が
、

日
本
書
紀
で
は
似

、
。

と
カ
山
々
に
囲
ま
れ
た
大
和
は
な
ん
と
麗
し
い
こ

た
土
地
だ
。
青
い
垣
根
の
よ
う
に
重
な
っ
た

「
大
和
は
わ
が
国
の
な
か
で
も
っ
と
も
優
れ

や
ま
と
は

ア
オ
カ
キ

青
垣

国
の
ま
ほ
ろ
ば

山
ご
も
れ
る

た
た
な
づ
く

ウ
レ
、

や
ま
と
し
麗
し

〔
倭
建
命
／
日
本
武
尊
（
古
事
記
）
〕
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-
．
-

ギ『
魏
志
倭
人
伝
』

の
二
つ
の
謎

シ
ョ
カ
ツ

n
ウ
メ
イ

ギ

シ

ョ

ク

天
才
的
軍
師
と
し
て
有
名
な
諸
慈
孔
明
が
活
躍
し
た
魏
．
蜀
．

呉
の
三
国
時
代
の
歴
史
を
記
し
た
シ
ナ
の
『
三
国
志
』
の
な
か
に
、

ギ

シ

ワ

ジ

ン

デ

ン

『
魏
志
倭
人
伝
』
と
通
称
さ
れ
る
み
じ
か
な
文
章
が
あ
る
。

魏
と
い
う
の
は
、
三
国
時
代
に
覇
を
と
な
え
た
魏
の
国
の
こ
と

で
、
倭
人
と
い
う
の
は
、
昔
の
シ
ナ
王
朝
が
日
本
人
を
呼
ぶ
と
き

に
使
っ
た
言
葉
で
あ
る
。

つ
ま
り
『
魏
志
倭
人
伝
』
と
は
、
史
書
『
三
国
志
』
の
な
か
の

魏
の
国
の
歴
史
を
記
し
た
部
分
に
あ
る
、
日
本
人
に
つ
い
て
の
記

事
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

ヤ

マ

ク

イ

n

ク

そ
れ
に
よ
る
と
、
三
世
紀
前
半
の
日
本
に
《
邪
馬
台
国
》
と
呼

ば
れ
る
国
が
あ
り
、
そ
こ
に
〈
卑
弾
呼
〉
な
る
女
王
が
い
て
、
三

国
の
う
ち
で
日
本
に
い
ち
ば
ん
近
い
魏
の
国
と
外
交
関
係
を
む
す

ん
で
い
た
の
だ
と
い
う
。

＾^ 

）
ヽ
＇
）
ヽ
'
)
)
）
ヽ

，
ヽ
'‘,‘,‘,hh‘“̀
'
h'h'h
ヽ
'
)
)
）
）
ヽ
＇
）
ヽ

と
い
っ
た
疑
問
が
生
じ
た
。

こ
の
疑
問
の
起
源
は
と
て
も
古
く
、
現
存
す
る
わ
が
国
最
古
の

史
書
『
古
事
記
』
『
日
本
書
紀
』
（
あ
わ
せ
て
『
記
紀
』
と
い
う
）

ヤ

マ

タ

イ

n
ク

「《
邪
馬
台
国
》
と
は
い
っ
た
い
ど
こ
に
あ
っ
た
の
か
？
」

ヒ

ミ

コ

「
女
王

〈卑
弾
呼
〉
と
は
い
っ
た
い
何
者
な
の
か
？
・
」

だ
け
で
は
詳
細
が
わ
か
ら
な
い
た
め
、

ギ

シ

ワ

ジ

ン

デ

ン

た
だ
、
『
魏
志
倭
人
伝
』
は
記
述
が
あ
ま
り
に
も
断
片
的
で
そ
れ

◎
二
つ
の
疑
問
と
多
様
な
意
見

． 

諸
慈
孔
明
ら
の
活
躍
を
面
白
く
描
い
た
『
三
国
志
演
義
』
は
十

四
世
紀
に
完
成
し
た
大
衆
文
学
だ
が
、

『三
国
志
』
は
ず
っ
と
古
く

三
世
紀
末
に
完
成
し
た
正
式
の
史
書
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
そ
こ
に
あ
る
『
魏
志
倭
人
伝
』
は
、
日
本
に
つ
い

て
記
述
し
た
公
的
で
最
古
の
外
国
文
献
で
あ
り
、
か
つ
日
本
国
内

に
は
同
時
代
に
書
か
れ
た
文
献
が
発
見
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
古

く
か
ら
歴
史
家
た
ち
に
巽
味
を
も
た
れ
て
き
た
。
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本
書
で
は
と
り
あ
え
ず
「
ヤ
マ
タ
イ
コ
ク
」
「
ヒ
ミ
コ
」
と
読
ん

で
お
く
が
、
「
ヤ
マ
ト
コ
ク
」
「
ヒ
メ
コ
」
と
い
う
説
も
あ
る
。

著
者
が
昔
読
ん
で
い
た
昭
和
二
十
年
代
の
高
校
教
科
書
で
は
、

〈
卑
弾
呼
〉
の
右
と
左
に
、
「
ヒ
ミ
コ
」
と
「
ヒ
メ
コ
」

二
種
類
の

フ
リ
ガ
ナ
が
う
っ
て
あ
っ
た
。

ま
た
《
邪
馬
台
国
》
を
「
ヤ
マ
ト
コ
ク
」
と
読
む
意
見
も
、
多

く
の
著
名
な
学
者
が
主
張
し
て
い
る
。

《
邪
馬
台
国
》
や
〈
卑
禰
呼
〉

あ
る
。

の
読
み
に
も
、
異
説
が
た
く
さ
ん

の
時
代
か
ら
あ
っ
た
ら
し
い
の
だ
が
、
江
戸
中
期
か
ら
学
者
の
興

味
を
ひ
く
よ
う
に
な
り
、
江
戸
中
期
＼
明
治

S
大
正

S
昭
和
（
戦

前
）
＼
昭
和
（
戦
後
）
＼
平
成
と
、
時
代
が
下
が
る
に
し
た
が
っ

て
議
論
は
盛
ん
に
な
っ
た
。

と
く
に
戦
後
の
昭
和
後
半
か
ら
は
、
専
門
の
歴
史
家
や
考
古
学

者
だ
け
で
な
く
、
ア
マ
チ
ュ
ア
の
歴
史
フ
ァ
ン
た
ち
そ
の
な

か
に
は
在
野
の
歴
史
家
と
い
わ
れ
る
人
も
い
れ
ば
単
な
る
空
想
好

き
な
マ
ニ
ア
も
い
る
ー
が
議
論
に
参
入
し
た
た
め
、
お
び
た
だ

し
い
量
の
意
見
が
発
表
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ヒ

ミ

n

さ
ら
に
は
、
〈
卑
禰
呼
〉
を
主
人
公
に
し
た
小
説
も
数
多
く
出
版

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
と
く
に
自
費
出
版
の
な
か
に
そ
れ
が
ひ

じ
ょ
う
に
多
く
、
じ
つ
に
多
様
な
見
解
が
出
さ
れ
て
い
る
。

古
代
の
発
音
は
こ
れ
ら
二
つ
の
見
解
の
中
間
だ
っ
た
か
も
し
れ

な
い
し
、
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い
も
の
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

だ
か
ら
本
書
の
フ
リ
ガ
ナ
は
あ
く
ま
で
も
仮
の
も
の
で
あ
る
。

ヤ

マ

タ

イ

n
ク

《
邪
馬
台
国
》
の
場
所
に
つ
い
て
も
、
意
見
は
多
様
で
あ
る
。

図
1
.
1
に
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
学
者
や
ア
マ
チ
ュ
ア
が
主
張

し
て
き
た
《
邪
馬
台
国
》
の
位
置
を
図
示
し
て
み
た
。

ヒ
ャ

ッ
カ
リ
ョ
ウ
ラ
ン

ま
こ
と
に
百
花
練
乱
で
あ
る
。

な
か
に
は
日
本
列
島
を
は
み
出
し
て
フ
ィ
リ
ピ
ン
や
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
や
中
東
説
を
ま
じ
め
に
主
張
す
る
人
も
い
る
し
、
さ
ら
に
は

ギ

シ

ワ

ジ

ン

デ

ン

『
魏
志
倭
人
伝
』
の
な
か
に
あ
る
他
の
国
を
南
米
に
求
め
る
意
見

ま
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
《
邪
馬
台
国
》
問
題
は
収
拾
が
つ
か
な
い
ほ
ど
拡

が
り
が
大
き
く
、
呆
然
と
し
て
し
ま
う
ほ
ど
な
の
だ
が
、
し
か
し

平
成
に
は
い
っ
て
か
ら
、
山
の
よ
う
に
あ
っ
た
こ
れ
ら
の
議
論
が

し
だ
い
に
収
束
の
傾
向
を
み
せ
は
じ
め
た
。

三
世
紀
前
後
の
時
代
の
考
古
学
的
な
研
究
が
お
ど
ろ
く
ほ
ど
の

◎
議
論
の
収
束
と
本
書
執
筆
の
理
由
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進
展
を
み
せ
、
新
発
見
が
あ
い
つ
ぎ
、
従
来
の
定
説
が
つ
ぎ
つ
ぎ

に
く
つ
が
え
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

著
者
は
古
代
史
・
考
古
学
と
も
に
素
人
で
あ
る
が
、
そ
の
素
人

が
こ
の
よ
う
な
本
を
書
こ
う
と
思
い
た
っ
た
の
は
、
考
古
学
の
進

展
に
よ
っ
て
議
論
が
収
束
し
つ
つ
あ
る
こ
と
を
知
り
、
さ
い
き
ん

の
良
心
的
な
学
者
た
ち
の
研
究
成
果
を
自
分
な
り
に
勉
強
し
て
ま

と
め
て
み
た
い
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。

さ
ら
に
も
う
ひ
と
つ
理
由
が
あ
る
。

そ
れ
は
、
戦
後
の
議
論
や
教
育
の
な
か
で
、
現
存
す
る
わ
が
国

コ

ジ

キ

ニ

ホ

ン

シ

ョ

キ

最
古
の
史
書
で
あ
る
『
古
事
記
』
や
『
日
本
書
紀
』
が
軽
視
さ
れ

す
ぎ
て
い
る
こ
と
へ
の
不
満
で
あ
る
。

フ

ド

キ

マ
ン
ヨ
ウ
シ
ュ

ウ

『
古
事
記
』
『
日
本
書
紀
』
『
風
士
記
』
『
万
葉
集
』
と
い
っ
た
古
い

書
物
は
、
と
う
じ
の
日
本
人
の
あ
い
だ
に
伝
え
ら
れ
て
い
た
記
憶

が
結
晶
し
た
も
の
で
あ
り
、
編
者
に
よ
る
脚
色
が
あ
っ
た
と
し
て

も
、
そ
こ
に
は
古
代
の
貴
重
な
情
報
が
秘
め
ら
れ
て
い
る
に
ち
が

い
な
い
。

だ
か
ら
こ
れ
ら
を
軽
視
す
る
の
は
科
学
的
態
度
と
は
思
え
な
い

の
だ
。

そ
こ
で
本
書
で
は
、
『
記
紀
』
を
最
大
限
に
活
用
す
る
こ
と
に
し
、

同
時
に
若
い
人
た
ち
の
た
め
の
『
記
紀
』
の
解
説
に
も
意
を
用
い

る
こ
と
に
し
た
。

さ
て
つ
ぎ
に
、
先
の
設
問
の
う
ち
の
、

「《
邪
馬
台
国
》
と
は
い
っ
た
い
ど
こ
に
あ
っ
た
の
か
？
」

I

に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
学
者
が
ど
の
よ
う
な
説
を
述
べ

て
き
た
か
を
ま
と
め
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

〈
卑
禰
呼
〉
の
ほ
う
は
、
《
邪
馬
台
国
》
が
決
ま
れ
ば
お
の
ず
と
範

囲
が
せ
ば
め
ら
れ
る
か
ら
、
あ
と
ま
わ
し
で
よ
い
。

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
《
邪
馬
台
国
》
の
位
置
に
つ
い
て

の
見
解
は
、
「
九
州
説
」
と
「
畿
内
説
」
に
大
き
く
分
け
ら
れ
る
。

こ
の
う
ち
「
九
州
説
」
は
北
九
州
か
ら
南
九
州
ま
で
ば
ら
つ
き

が
あ
る
が
、
「
畿
内
説
」
の
ほ
と
ん
ど
は
奈
良
県
内
の
「
大
和
説
」

で
あ
る
。

畿
内
と
は
古
代
に
都
が
お
か
れ
た
大
和

・
河
内
・
和
泉
・
摂
津

・
山
城
（
現
在
の
奈
良
県
・
大
阪
府
お
よ
び
京
都
府
の

一
部
）
で

あ
る
が
、
大
和
地
方
以
外
に
求
め
る
意
見
は
す
く
な
い
の
で
、
本

書
で
は
以
後
「
畿
内
説
」
と
は
い
わ
ず
、
「
大
和
説
」
と
記
す
こ
と

に
す
る
。

◎
大
和
の
定
義
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多
く
の
「
大
和
説
」
の
学
者
が
推
理
し
て
い
る
《
邪
馬
台
国
》

は
、
こ
の
な
か
の
四
ま
た
は
五
に
含
ま
れ
る
。

し
た
が
っ
て
本
書
で
は
、
大
和
を
主
と
し
て
四
や
五
の
意
味
で

つ
か
う
こ
と
に
す
る
。

五 四 三 二 ~ 

ナ
デ
シ
コ

大
和
魂
、
大
和
撫
子
な
ど
日
本
全
体
を
指
す
場
合
。

ヤ
マ
ト
ノ
ク
ニ

八
世
紀
ご
ろ
か
ら
の
行
政
区
分
と
し
て
の
大
和
国
、

現
在
の
ほ
ぼ
奈
良
県
全
体
。

古
く
か
ら
ヤ
マ
ト
と
呼
ば
れ
て
き
た
地
域
で
、
奈
良
県
の
北

西
部
に
ひ
ろ
が
る
奈
良
盆
地

一
帯
。

古
代
か
ら
ヤ
マ
ト
と
呼
ば
れ
て
き
た
と
さ
れ
る
地
域
で
、
北

方
の
奈
良
市
な
ど
を
除
い
た
奈
良
盆
地
の
南
東
部
（
い
ま
の

桜
井
市
と
そ
の
周
辺
の
天
理
市
・
田
原
本
町
・
橿
原
市
・
明

日
香
村
な
ど
）
。

ヤ
マ
ト
と
い
う
言
葉
の
発
祥
の
地
と
も
さ
れ
る
限
定
さ
れ
た

ミ

ワ

ヤ

マ

地
域
で
、
桜
井
市
の
な
か
で
神
の
山
と
さ
れ
る
《
三
輪
山
》

マ
キ
ム
ク

の
北
西
山
麓
に
あ
る
纏
向
遺
跡
と
そ
の
す
ぐ
北
（
朝
和

・
柳

イ

ワ

レ

本
地
区
）
お
よ
び
南
（
磐
余
地
区
）
か
ら
な
る
地
域
。

つ
ま
り

ヤ

マ

ト

た
だ
し
大
和
と
は
以
下
に
記
す
よ
う
に
大
か
ら
小
ま
で
い
く
つ

か
の
定
義
が
あ
る
の
で
、
本
書
で
の
定
義
を
明
確
に
し
て
お
か
ね

ば
な
ら
な
い
。

た
だ
し
他
の
意
味
で
使
う
こ
と
も
あ
る
の
で
、
紛
ら
わ
し
く
な

る
場
合
に
は
《
》
で
囲
っ
た
《
大
和
》
と
い
う
表
記
で
四
や
五

の
大
和
を
あ
ら
わ
す
こ
と
に
す
る
。
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ヤ

マ

タ

イ

コ

ク

《
邪
馬
台
国
》
の
位
置
に
つ
い
て
は
、

州
説
」
と
「
大
和
説
」
の
ほ
か
に
も
多
く
の
説
が
あ
り
、
と
く
に

ア
マ
チ
ュ
ア
の
説
に
奇
想
天
外
な
も
の
が
あ
っ
て
、
日
本
列
島
以

外
に
求
め
る
人
も
い
る
わ
け
だ
が
、
学
問
的
レ
ベ
ル
の
高
い
専
門

の
歴
史
家
や
考
古
学
者
で
九
州
と
大
和
の
二
箇
所
以
外
を
主
張
す

る
人
は
す
く
な
い
。

そ
こ
で
こ
こ
で
は
、
こ
の
二
つ
の
説
を
述
べ
た
著
名
な
学
者
の

名
前
を
並
べ
て
み
よ
う
。

名
前
の
下
の
（
）
内
に
主
な
経
歴
を
記
し
た
。

数
字
は
生
年
で
あ
る
。

◎
 
「
九
州
説
」

の
学
者
、

《
邪
馬
台
国
》

一
．
 ＿
 
一

図
1
.
1
の
よ
う
に

「
大
和
説
」

の
学
者

「九

．
 

．． 

'

◄

9
◄

•
◄

'

◄

’
~
,
'

し

'

«

'
,
し
ー

'

«

・

«
し

・
・

9

9

 

••••• 
．
 

九
州
説
と
大
和
説

（
一
六
五
七
／
江
戸
前
中
期
の
儒
学
者
・
大
和
説

か
ら
九
州
説
に
変
化
）

（
一
七
三

0
／
江
戸
中
期
の
著
名
な
国
学
者
・
古

事
記
伝
で
有
名
）

（
一
八
二
四
／
明
治
の
史
家
・
石
上
神
宮
大
宮
司
）

（
一
八
三
九
／
文
博
・
岩
倉
使
節
団
員
と
し
て
米

欧
回
覧
実
記
を
執
筆
・
史
家
・
東
大
教
授
）

（
一
八
三
九
／
文
博
・
史
学
漢
学
・
東
大
教
授
・

史
学
会
会
長
）

（
一
八
五
一
／
文
博
・
東
洋
史
学
・
ニ
高
教
授
）

（
一
八
六
五
／
文
博
・
東
洋
史
学
・
東
大
教
授
・

東
洋
文
庫
主
宰
）

ツ

ダ

ソ

ウ

キ

チ

津
田
左
右
吉
(
-
八
七
三
／
文
博
・
白
鳥
の
弟
子
・
古
代
史
学

・
早
大
教
授
・
文
化
勲
章
受
章
）

（
一
八
八

0
／
文
博
・
史
学
・
慶
應
大
教
授
・
東
洋

大
学
長
）

（
一
八
八
四
／
法
博
・
立
命
館
大
学
教
授
・
神
道

学
者
・
神
宮
皇
學
館
出
身
）

オ

オ

タ

太
田
ア
キ
ラ亮

ハ
シ
モ
ト
マ
ス
キ
チ

橋
本
増
吉

ナ

カ

ミ

チ

ョ

那
珂
通
世

シ
ラ
ト
リ
ク
ラ
キ
チ

白
鳥
庫
吉

ホ

シ

ノ

星
野
ヒ
サ
シ亘

r
 ヽ

久ク菅彦
米メ
邦口政；
武に友よ

モ
ト
オ
リ
ノ
リ
ナ
ガ

本
居
宣
長

ア
ラ
イ
ハ
ク
セ
キ

新
井
白
石

「《
邪
馬
台
国
》
九
州
説
」

＊
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出舎；
人リ
信夕親t
友よ王；

安口森〗
本t
美：浩ば
典ン一i

フ
ル
タ
タ
ケ
ヒ

n

古
田
武
彦

町谷；
中リII召
夕健ク
卓クーi

イ
ノ
ウ
エ
ミ
ッ
サ
ダ

井
上
光
貞

サ

イ

ト

ウ

ク

ニ

ジ

斉
藤
國
治

榎2
—カ

雄ォ
ズ

町
勾
勾
麟

（
一
九

0
-
／
文
博

・
東
大
教
授

・
歴
史
学

・
史

料
編
纂
所
長

・
文
化
勲
章
受
章
）

（
一
九
一
三
／
文
博

・
東
大
教
授
・
史
学

・
東
洋

文
庫
理
事
長
）

（
一
九
一
三
／
理
博

・
東
京
天
文
台
教
授

・
古
代

の
日
蝕
研
究
な
ど
古
天
文
学
を
開
拓
）

（
一
九
一
六
／
文
博

・
東
大
教
授

・
歴
史
学

・
国

立
歴
史
民
族
博
物
館
初
代
館
長
）

（
一
九
ニ

ー
／
日
本
地
名
研
究
所
長

・
史
家
）

（
一
九
二
三
／
文
博

・
歴
史
学

・
皇
學
館
大
學
学

長）
（
一
九
二
六
／
昭
和
薬
科
大
学
教
授

・
邪
馬
台
国

研
究
家
）

（
一
九
二
八
／
考
古
学

・
同
志
社
大
学
教
授
）

（
一
九
三
四
／
文
博

・
日
本
語
語
源
や
邪
馬
台
国

研
究
・
産
能
大
学
教
授
）

•••••••••• 

「《
邪
馬
台
国
》
大
和
説
」

（
六
七
六
／
『
日
本
書
紀
』
編
者
）

（
一
七
七
二
／
宣
長
の
死
後
の
弟
子
）

樋ヒ室ム末乞志シ
ロ：応松訂丑グ
清訂言；保仁 不~
之え夫ォ和度動ゥ

麿：

n
.
 
ハ
ヤ
シ
ュ
キ
オ

小
林
行
雄

ワ

カ

モ

リ

タ

ロ

ウ

和
歌
森
太
郎

ハ
ラ
ダ
ダ
イ
ロ
ク

原
田
大
六

ナ

オ

キ

コ

ウ

ジ

ロ

ウ

直
木
孝
次
郎

ヒ

ゴ

カ

ズ

オ

肥
後
和
男

ミ
シ
ナ
シ
ョ
ウ
エ
イ

三
品
彰
英

ワ
ッ
ジ
テ
ッ
ロ
ウ

和
辻
哲
郎

タ
カ
ハ
シ
ケ
ン
ジ

高
橋
健
自

カ

サ

イ

シ

ン

ヤ

笠
井
新
也

ナ
イ
ト
ウ

n
ナ

ン

内
藤
湖
南

ミ
ヤ
ケ
ヨ
ネ
キ
チ

三
宅
米
吉

（
一
八
六

0
／
文
博
・
東
京
文
理
大
学
長

・
帝
室

博
物
館
長

・
考
古
学
会
会
長
）

（
一
八
六
六
／
文
博

・
萬
朝
報
主
筆

・
京
大
教
授

・
歴
史
学
）

（
一
八
七

一
／
文
博
・考
古
学
者
・三
宅
の
弟
子
）

（
一
八
八
四
／
四
国
徳
島
の
考
古
学
者

・
史
家

・

中
学
校
教
頭
だ
が
鳥
居
龍
蔵
に
師
事
）

（
一
八
八
九
／
文
博

・
京
大
東
大
教
授

・
歴
史
学

哲
学

・
文
化
勲
章
受
章

・
は
じ
め
は
九
州
説
）

（
一
八
九
九
／
文
博
・史
家
・
東
京
教
育
大
教
授
）

（
一
九

0
二
／
文
博

・
史
家
・
大
谷
大
・
同
志
社

大
教
授

・
大
阪
市
立
博
物
館
長
）

（
一
九

0
二
／
東
洋
史
学
者

・
國
學
院
大
教
授
）

（
一
九0
四
／
文
博

•

朝
鮮
史

・

学
習
院
大
教
授
）

（
一
九
〇
七
／
文
博

・
地
図
史
・
東
海
大
教
授
）

（
一
九

0
九
／
文
博

・
考
古
学

・
國
學
院
短
大
学

長

・
日
本
博
物
館
学
会
会
長

・
初
め
九
州
説）

（
一
九

―
-
／
文
博

・
考
古
学
者

・
京
大
教
授
）

（
一
九
一
五
／
文
博

・
東
京
文
理
大
教
授

・
歴
史

家

・
都
留
文
科
大
学
長
）

（
一
九
一
七
／
旧
制
中
卒
•

発
掘
に
業
績
）

（
一
九
一
九
／
文
博
・

日
本
古
代
史
•

岡
山
大
学
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こ
の
な
か
で
奈
良
時
代
の
舎
人
親
王
は
『
日
本
書
紀
』
の
編
者

そ
の
も
の
な
の
で
奇
異
に
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
じ
つ
は

『
日
本
書
紀
』
に
は
『
魏
志
倭
人
伝
』
が
引
用
さ
れ
て
お
り
、
そ

ジ

ン
グ
ウ

コ
ウ
ゴ
ウ

の
こ
と
か
ら
、
編
者
た
ち
が
〈
神
功
皇
后
〉
を
〈
卑
禰
呼
〉

て
い
た
ら
し
い
こ
と
が
判
明
す
る
の
で
あ
る
。

イ
シ
ノ
ヒ
ロ
ノ
プ

石
野
博
信

タ
ナ
ベ

シ
ョ
ウ
ゾ
ウ

田
辺
昭
三

カ
ナ
セ
キ

ヒ
ロ
シ

金

関

恕

ヒ

グ

チ

タ
カ
ヤ
ス

樋
口
隆
康

＊
 

教
授
）

（
一
九
一
九
／
考
古
学
・
京
都
大
学
教
授
・
橿
原

考
古
学
研
究
所
長
・
非
断
定
）

（
一
九
二
七
／
文
博
・
考
古
学
・
天
理
大
教
授
・

大
阪
府
立
弥
生
文
化
博
物
館
館
長
）

（
一
九
三
三
／
京
都
市
埋
蔵
文
化
財
研
究
所
・
考

古
学
者
・
日
本
学
士
院
賞
）

（
一
九
三
三
／
考
古
学
・
徳
島
文
理
大
教
授
・
ニ

上
山
博
物
館
長
・
橿
原
考
古
学
研
究
所
副
所
長
）

ヤ

マ
オ
ユ
キ
ヒ
サ

山
尾
幸
久
(
-
九
三
五
／
立
命
館
大
学
教
授
・
七
支
刀
研
究
）

シ
ラ
イ
シ
タ
イ
チ
ロ
ウ

白
石
太
一
郎
(
-
九
三
八
／
考
古
学
・
国
立
歴
史
民
族
博
物
館

教
授
）

ツ

デ

ヒ

ロ

シ

都
出
比
呂
志
（
一
九
四
二
／
考
古
学
・
大
阪
大
学
教
授
）

•••••••••• 

と
し

こ
の
引
用
は
す
こ
し
後
で
加
え
ら
れ
た
と
す
る
見
解
が
主
流
で

あ
る
が
、
『
記
紀
』
に
は
他
に
も
シ
ナ
や
朝
鮮
の
史
書
の
引
用
が
た

く
さ
ん
あ
り
、
記
述
法
自
体
も
影
響
を
受
け
て
お
り
、
『
記
紀
』
編

纂
の
担
当
者
た
ち
が
多
く
の
海
外
文
献
を
読
ん
で
い
た
こ
と
は
ま

ち
が
い
な
い
。

さ
て
、

こ
こ
に
あ
げ
た
学
者
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
有
名
大
学

教
授
で
文
学
博
士
と
い
っ
た
人
た
ち
で
あ
り
、
文
化
勲
章
受
章
者

が
何
人
も
い
る
。
ま
た
戦
前
に
筆
禍
を
被
っ
た
こ
と
で
知
ら
れ
る

人
も
何
人
か
い
る
。

そ
う
い
う
日
本
を
代
表
す
る
知
性
の
持
ち
主
の
あ
い
だ
で
意
見

が
分
か
れ
る
の
だ
か
ら
、
《
邪
馬
台
国
》
問
題
が
い
か
に
一
筋
縄
で

い
か
な
い
も
の
か
が
わ
か
る
。

ア
マ
チ
ュ
ア
学
者
や
在
野
学
者
は
あ
ま
り
あ
げ
な
か

っ
た
が、

あ
げ
だ
す
と
き
り
が
な
い
。

そ
し
て
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
「
九
州
説
」
で
あ
る
。

ツ

ネ

ジ

著
名
人
と
し
て
は
、
婦
人
生
活
社
を
創
立
し
た
原
田
常
治
、
推

◎
文
化
勲
章
級
学
者
で
も
意
見
が
対
立
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理
作
家
の
松
本
清
張
、
会
社
社
長
で
盲
目
の
作
詩
作
曲
家
で
も
あ

コ
ウ
ヘ

イ

ク
ニ
ミ
ッ
シ
ロ
ウ

っ
た
宮
崎
康
平
、
歴
史
作
家
の
邦
光
史
郎
、
歌
手
の
三
波
春
夫
、

作
家
の
井
沢
元
彦
・
・
・
な
ど
が
「
九
州
説
」
で
知
ら
れ
て
い
る
。

な
か
で
も
宮
崎
康
平
は
、
昭
和
四
十
二
年
に
出
版
し
た
『
ま
ぼ

ろ
し
の
邪
馬
台
国
』
で
《
邪
馬
台
国
》
ブ
ー
ム
を
起
こ
し
た
。

一
方
「
大
和
説
」
で
は
、
俳
優
と
し
て

T

V
で
よ
く
見
か
け
る

カ
リ
ヤ
シ
ュ
ン
ス
ケ

苅
谷
俊
介
、
好
著
『
卑
弥
呼
の
謎
年
輪
の
証
言
』
を
書
い
た
ジ
ャ

ー
ナ
リ
ス
ト
の
倉
橋
秀
夫
な
ど
が
い
る
が
、
数
で
は
少
数
派
で
あ

る
。と

く
に
小
説
と
な
る
と
、
黒
岩
重
吾
の
『
鬼
道
の
女
王
卑
弥
呼
』

な
ど
、
圧
倒
的
に
「
九
州
説
」
が
優
位
で
あ
る
。
そ
の
方
が
ロ
マ

ン
が
あ
り
物
語
性
が
豊
か
で
小
説
に
し
や
す
い
の
で
、
当
然
と
い

え
ば
当
然
で
あ
る
。

考
古
学
者
の
多
く
が

こ
の
一
覧
で
も
う
ひ
と
つ
気
づ
く
の
は
、

「
大
和
説
」
を
と
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

大
正
十
一
年
の
高
橋
健
自
の
論
文
は
、
古
墳
の
考
古
学
的
研
究

か
ら
「
大
和
説
」
を
と
っ
た
最
初
の
も
の
と
い
わ
れ
て
い
る
。

さ
い
き
ん
で
は
金
関
恕
や
白
石
太
一
郎
が
、
慎
重
な
表
現
な
が

ら
、
か
な
り
明
確
に
「
大
和
説
」
を
述
べ
て
い
る
。

た
だ
し
考
古
学
者
の
ば
あ
い
、
議
論
そ
の
も
の
に
は
参
入
し
な

い
の
が
ふ
つ
う
で
あ
る
。

著
者
と
し
て
は
笠
井
新
也
、
肥
後
和
男
と
い
っ
た
学
者
の
説
に

合
理
性
を
感
じ
る
が
、
そ
れ
は
第
八
章
以
降
で
詳
述
す
る
。

n
 

ヤ

マ

タ

イ

n

ク

ヒ

《
邪
馬
台
国
》
の
位
置
が
仮
定
で
き
る
と
、
つ
ぎ
は
〈
卑
蒲
呼
〉

の
正
体
を
探
る
段
階
に
な
る
が
、
「
九
州
説
」
の
ほ
と
ん
ど
は
日
本

側
の
記
録
に
は
な
い
有
力
者
と
し
て
い
る
し
、
「
大
和
説
」
で
は
『
記

紀
』
に
あ
る
人
名
を
と
る
説
と
記
録
に
な
い
女
王
だ
と
す
る
説
と

に
わ
か
れ
る
。
こ
れ
ら
に

つ
い
て
は
第
二
章
で
概
略
を
述
べ
る
。

＊
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ジ

ン

ム

初
代
の
神
武
天
皇
に
つ
い
て
は
詳
細
な
記
述
が
あ
る
が
、

ギ

シ

ワ

ジ

ン

デ

ン

『
魏
志
倭
人
伝
』
の
問
題
で
根
元
的
に
重
要
な
の
は
、

憑
性
に
つ
い
て
の
吟
味
で
あ
る
。

ヤ

マ

タ

イ

コ

ク

『
記
紀
』
に
つ
い
て
の
吟
味
は
、
《
邪
馬
台
国
》
問
題
と
は
関
係
な

ア

ス

カ

し
に
昔
か
ら
あ
り
、
と
く
に
飛
鳥
時
代
以
前
の
歴
代
天
皇
の
紀
年

（
西
暦
紀
元
か
ら
起
算
し
た
年
数
）
の
実
際
と
の
差
異
に
つ
い
て

は
多
く
の
研
究
が
あ
っ
て
、
文
献
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
に
考
古
学
の

ス

ジ

ン

成
果
を
加
え
て
、
第
十
代
崇
神
天
皇
く
ら
い
ま
で
は
お
お
ま
か
な

意
見
の
一
致
が
み
ら
れ
る
。

そ
れ
よ
り
前
は
欠
史
八
代
と
い
わ
れ
る
く
ら
い
で
、
『
記
紀
』
の

記
述
自
体
が
乏
し
い
の
で
、
紀
年
を
探
る
作
業
は
き
わ
め
て
困
難

で
あ
る
。

•• 
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q
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キ

キ

『
記
紀
』

一
．
 ＿
 
一一

と

ギ『
魏
志
倭
人
伝
』

そ
の

文
献
の
信

即
位
が
西
暦
前
六
六

0
年
（
こ
れ
を
紀
元
と
す
る
の
が
皇
紀
）
と

カ

ン

シ

シ

ン

ユ

ウ

い
う
の
は
、
干
支
か
ら
い
っ
て
辛
酉
（
カ
ノ
ト
ト
リ
）
と
い
う
革

命
が
お
こ
る
と
さ
れ
る
お
め
で
た
い
年
を
即
位
の
年
に
し
、
歴
史

の
古
さ
を
誇
り
た
い
と
い
う
『
記
紀
』
編
纂
者
た
ち
の
興
国
の
志

に
よ
っ
て
お
り
、
い
わ
ば
儀
式
的
な
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
正

否
を
論
じ
る
こ
と
は
あ
ま
り
意
味
が
な
い
。

◎
時
代
区
分
の
確
認
と
日
本
人
の
先
祖

ジ
ョ
ウ
モ
ン

こ
こ
で
参
考
ま
で
に
、
縄
文
か
ら
平
安
に
か
け
て
の
時
代
区
分

の
概
要
を
図
1
.
2
に
示
し
て
お
く
。

日
本
ど
く
と
く
の
縄
文
時
代
が
ひ
じ
ょ
う
に
古
く
長
い
こ
と
が

印
象
的
で
あ
る
。

し
か
も
さ
い
き
ん
の
考
古
学
的
発
見
に
よ
っ
て
、
そ
の
起
源
は

一
万
七
千
年
前
あ
た
り
ま
で
、
お
お
は
ば
に
延
長
さ
れ
る
可
能
性

が
で
て
き
た
。

日
本
列
島
に
お
け
る
人
類
の
居
住
は
、
何
十
万
年
も
前
か
ら
だ

と
の
説
も
あ
る
が
、
そ
れ
は
別
問
題
と
し
て
、
い
ま
の
わ
れ
わ
れ

日
本
人
に
直
接
つ
な
が
る
人
た
ち
の
最
古
の
姿
は
、
特
有
の
土
器

の
模
様
か
ら
縄
文
時
代
と
呼
ば
れ
る
時
代
や
そ
の
少
し
前
の
時
代
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す
な
わ
ち
旧
石
器
時
代
（
氷
河
期
）
を
含
ん
だ
ほ
ぼ
二
万
年

の
あ
い
だ
に
で
き
あ
が
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

で
は
、
縄
文
時
代
を
切
り
開
い
た
人
た
ち
が
ど
こ
か
ら
来
た
の

か
で
あ
る
が
、
縄
文
よ
り
前
は
日
本
列
島
は
独
立
し
て
お
ら
ず
、

北
と
南
で
大
陸
と
つ
な
が
っ
て
い
て
、
日
本
海
は
巨
大
な
湖
だ
っ

た
の
で
、
北
か
ら
南
か
ら
西
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
種
族
が
日
本
を

往
来
す
る
こ
と
が
可
能
だ
っ
た
。

最
近
い
ち
じ
る
し
く
発
展
し
た
D
N
A
に
よ
る
研
究
で
は
、
そ

れ
ら
多
く
の
種
族
の
な
か
で
も
、
シ
ベ
リ
ア
の
バ
イ
カ
ル
湖
周
辺

の
人
々
が
約
二
万
年
前
の
氷
河
期
に
北
か
ら
日
本
列
島
に
わ
た
っ

て
き
て
縄
文
人
の
主
要
部
分
を
な
し
た
可
能
性
が
高
い
ー
~
と
さ

れ
て
い
る
。

極
寒
だ
っ
た
二
万
年
前
に
暖
を
求
め
て
南
下
し
た
の
だ
ろ
う
。

そ
し
て
た
ぶ
ん
、
縄
文
時
代
が
は
じ
ま
る
直
前
に
氷
河
期
が
終

わ
っ
て
海
面
が
上
昇
し
、
日
本
列
島
が
大
陸
か
ら
地
理
的
に
独
立

し
た
た
め
、
独
自
の
文
化
を
醸
成
す
る
う
え
で
絶
好
の
環
境
が
で

き
た
の
だ
。

ア
ジ
ア
諸
地
域
か
ら
の
海
を
こ
え
て
の
移
動
や
混
合
は
じ
わ
じ

わ
と
な
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
が
、
幸
い
な
こ
と
に
、
大
陸
に
お
け
る

民
族
の
興
亡
の
影
響
を
じ
か
に
は
受
け
ず
に
す
ん
だ
の
だ
。

こ
う
し
て
温
腹
化
と
と
も
に
ど
く
と
く
の
文
化
や
習
俗
を
つ
く

ャ
ョ
イ

っ
て
い
っ
た
縄
文
時
代
の
日
本
人
の
集
団
が
、
弥
生
時
代
を
迎
え

て
国
内
で
交
易
や
移
動
を
活
発
化
さ
せ
、
大
陸
と
の
物
的
あ
る
い

は
人
的
な
交
流
を
深
め
な
が
ら
さ
ら
に
そ
の
文
化
を
発
展
さ
せ
、

つ
い
に
古
墳
時
代
を
迎
え
る
の
だ
が
、
ち
ょ
う
ど
そ
の
弥
生
時
代

と
古
墳
時
代
の
移
行
期
ー
ー
ー
た
ぶ
ん
西
暦
一
五

0
年
＼
二
五

0
年

ギ

シ

ワ

ジ

ン

デ

ン

ヤ

マ

タ

イ

n
ク

ご
ろ
こ
そ
が
、
『
魏
志
倭
人
伝
』
に
記
さ
れ
た
《
邪
馬
台
国
》

の
時
代
な
の
で
あ
る
。

多
く
の
研
究
に
よ
っ
て
紀
年
修
正
さ
れ
た
『
記
紀
』
の
天
皇
紀

ス

ジ

ン

で
い
え
ば
、
そ
れ
は
第
十
代
崇
神
天
皇
の
御
代
お
よ
び
そ
の
少
し

前
に
あ
た
っ
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
幸
い
な
こ
と
に
、
『
魏
志
倭
人
伝
』
と
『
記
紀
』
と

の
照
合
も
可
能
だ
し
、
ま
た
近
年
の
三
世
紀
前
後
の
考
古
学
的
研

究
の
進
展
に
よ
っ
て
、
遺
跡
か
ら
の
考
察
も
か
な
り
の
確
度
で
可

能
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

（図
1
.
2
に
関
連
す
る
が
、
「
古
代
」
と
い
う
用
語
が
よ
く
も
ち

ジ

ン

ム

い
ら
れ
る
。
国
史
に
お
け
る
「
古
代
」
は
、
古
い
辞
書
で
は
神
武

ア

ス

カ

シ

ョ

ウ

ト

ク

タ

イ

シ

天
皇
即
位
か
ら
飛
鳥
時
代
の
直
前
ま
で
つ
ま
り
聖
徳
太
子
や

中
大
兄
皇
子
に
よ
っ
て
法
治
国
家
が
形
を
つ
く
り
は
じ
め
る
前
ま
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を
い
う
こ
と
が
多
く
、
さ
い
き
ん
の
辞
書
で
は
飛
鳥
・
奈

良
•
平
安
時
代
を
い
う
こ
と
が
多
い

。

一
般
書
で
は
古
い
用
法
が
ほ
と
ん
ど
な
の
で
、
本
書
で
は
飛
鳥

時
代
の
前
ま
で
を
「
古
代
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。
こ
う
い
う
意

味
で
の
「
古
代
」
の
天
皇
家
が
狭
い
意
味
で
の
大
和
朝
廷
で
あ
る
）

◎
縄
文
・

弥
生
交
代
説
の
退
潮

日
本
人
は
ど
こ
か
ら
来
た
の
か
、
ま
た
日
本
語
は
ど
う
や
っ
て

出
来
た
の
か
と
い
っ
た
日
本
民
族
起
源
論
は
昔
か
ら
あ
り
、

延
々
と
し
て
識
論
が
続
け
ら
れ
て
い
る
が
、
さ
い
き
ん
の
考
古
学

的
研
究
に
よ
れ
ば
、
ど
う
や
ら
、
縄
文
か
ら
弥
生
に
か
け
て
徐
々

に
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
も
の
で
、
特
定
の
あ
る
時
期
|
|
＇
た
と
え

ば
弥
生
初
期
に
大
陸
か
ら
高
い
文
化
を
も
つ
多
く
の
移
民
が

き
て
、
そ
れ
ま
で
日
本
列
島
に
住
ん
で
い
た
縄
文
人
た
ち
を
駆
逐

し
て
古
墳
文
化
を
築
い
た
と
い
っ
た
事
態
は
、
あ
ま
り
考
え

ら
れ
な
い
ら
し
い
。

か
つ
て
こ
の
よ
う
な
説
を
唱
え
て
い
た
学
者
も
、

は
自
説
を
撤
回
す
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。

で

さ
い
き
ん
で

じ
じ
つ
、

日
本
語
は
シ
ナ
大
陸
の
諸
言
語
と
は
か
な
り
違
っ
て

い
る
し
、
朝
鮮
語
と
も
同
じ
で
は
な
い
。
東
南
ア
ジ
ア
に
も
同
じ

言
語
は
見
つ
か
ら
な
い
。

似
た
側
面
を
も
つ
言
語
は
あ
ち
こ
ち
に
あ
る
が
、
直
接
つ
な
が

る
こ
と
が
証
明
さ
れ
た
言
語
は
な
い
。

も
し
、
圧
倒
的
に
高
い
文
化
の
集
団
が
到
来
し
て
、
そ
れ
ま
で

の
住
民
を
駆
逐
し
た
と
し
た
ら
、
日
本
語
が
そ
の
集
団
の
出
発
地

の
言
語
に
な
っ
て
い
た
筈
で
あ
り
、
出
発
地
自
体
に
つ
い
て
の
記

憶
が
神
話
や
神
社
の
伝
承
な
ど
に
1

ー
鮮
明
に
伝
え
ら
れ
て

い
る
筈
で
あ
る
が
、
そ
う
い
う
こ
と
は
ま
っ
た
く
見
ら
れ
な
い
の

だ
。と

き
お
り
、
特
定
の
地
域
に
日
本
語
の
起
源
を
も
と
め
る
説
が

発
表
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、
学
界
の
批
判
に
耐
え
て
長
続
き
し

た
こ
と
は
な
い
。

古
墳
時
代
か
ら
飛
鳥

・
奈
良
時
代
に
か
け
て
の
帰
化
人

・
渡
来

人
に
つ
い
て
は
、
『
記
紀
』
な
ど
に
も
記
さ
れ
て
い
る
の
で
か
な
り

分
か
っ
て
い
て
、

一
時
期
の
上
層
部
で
は

一
割
を
こ
え
る
よ
う
な

か
な
り
の
人
数
だ
っ
た
ら
し
い
が
、
当
時
の
人
口
の
大
部
分
を
占

め
て
い
た
農
業

・
漁
業

・
林
業
な
ど
に
従
事
す
る

一
般
の
人
々
の

な
か
に
た
く
さ
ん
の
帰
化
人
が
い
た
と
は
思
わ
れ
な
い
。

し
た
が
っ
て
文
化
的

・
技
術
的
に
は
つ
よ
い
刺
激
を
受
け
た
と
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し
て
も
、

＊
 

日
本
語
や
日
本
人
の
血
統
自
体
が
激
変
し
た
こ
と
は
な

い
で
あ
ろ
う
。

渡
来
人
た
ち
の
影
響
は
、
縄
文
か
ら
弥
生
の
時
代
で
も
質
的
に

は
同
様
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
量
的
に
は
た
ぶ
ん
、
古
墳
時
代

よ
り
少
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

つ
ま
り
、
文
化
的
に
は
つ
ね
に
刺
激
を
う
け
つ
つ
、
言
語
や
遺

伝
子
に
つ
い
て
は
、
ゆ
っ
く
り
と
し
た
影
響
を
う
け
な
が
ら
自
律

的
に
進
展
し
、
縄
文
時
代
か
ら
奈
良
時
代
に
い
た
っ
た
と
想
像
で

き
る
の
で
あ
る
。

奈
良
時
代
を
過
ぎ
て
平
安
時
代
に
は
い
る
と
帰
化
人
も
減
り
、

九
世
紀
末
に
は
遣
唐
使
も
廃
止
さ
れ
て
、
閉
ざ
さ
れ
た
世
界
で
日

本
独
特
の
文
化
が
爛
熟
し
た
こ
と
は
、
周
知
の
と
お
り
で
あ
る
。

エ

ガ

ミ

な
お
渡
来
人
の
問
題
に
関
連
し
て
、
か
つ
て
東
大
教
授
・
江
上

ナ

ミ

オ

波
夫
の
騎
馬
民
族
征
服
説
が
流
行
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

東
北
ア
ジ
ア
の
騎
馬
民
族
が
日
本
を
征
服
し
て
崇
神
朝
な
ど
大

和
朝
廷
を
き
ず
い
た
と
い
う
大
胆
な
説
だ
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
矛
盾

が
あ
り
、
い
ま
で
は
支
持
す
る
学
者
は
す
く
な
い
。

考
古
学
的
な
証
拠
が
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
こ
と
と
と
も
に
、

『
記
紀
』
に
英
雄
が
騎
乗
し
て
活
躍
す
る
話
が
無
い
こ
と
も
、

対
意
見
の
有
力
な
論
拠
と
な
っ
て
い
る
。

反

こ
こ
で
わ
ず
か
ば
か
り
の
余
談
を
お
許
し
い
た
だ
き
た
い
。

戦
後
（
大
東
亜
戦
争
後
）
の
通
説
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
戦
前
・

ジ

ン

ム

戦
中
は
『
記
紀
』
の
紀
年
、
す
な
わ
ち
初
代
の
神
武
天
皇
の
即
位

が
西
暦
換
算
で
紀
元
前
六
六

0
年
な
ど
と
い
う
記
述
を
、
そ
の
ま

ま
信
ず
る
こ
と
を
強
要
さ
れ
た
ー
ー
し
J

い
う
意
見
が
あ
る
が
、
そ

れ
に
は
疑
問
を
感
じ
る
。

大
正
＼
昭
和
初
期
の
史
学
や
考
古
学
の
論
文
を
読
む
と
、
ほ
と

ん
ど
の
場
合
、
『
記
紀
』
の
紀
年
を
大
幅
に
修
正
す
る
の
は
む
し
ろ

当
然
の
こ
と
と
し
て
、
そ
の
先
の
論
述
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

和
辻
哲
郎
、
肥
後
和
男
と
い
っ
た
碩
学
た
ち
も
、
戦
前
・
戦
中

に
『
記
紀
』
の
批
判
的
研
究
を
禁
じ
ら
れ
た
こ
と
は
な
い
と
、
戦

後
に
な
っ
て
語
っ
て
い
る
。

も
ち
ろ
ん
反
日
的
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
に
な
れ
ば
話
は
別
で
排
除
さ

れ
た
だ
ろ
う
し
、
公
式
行
事
と
し
て
は
皇
紀
二
千
六
百
年
の
祝
典

◎
戦
前
へ
の
誤
解
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こ
の
よ
う
に
『
記
紀
』
に
つ
い
て
の
吟
味
は
古
く
か
ら
な
さ
れ

ギ

シ

ワ

ジ

ン

デ

ン

シ

ン

ピ

ョ

ウ

セ

イ

て
い
た
が
、
一
方
の
『
魏
志
倭
人
伝
』
の
信
憑

性
に
つ
い
て
の
吟

ド
ウ
ケ
イ

味
は
、
わ
が
国
に
古
来
か
ら
あ
る
大
陸
文
明

へ
の
憧
憬
に
よ
っ
て

◎
『
魏
志
倭
人
伝
』
へ
の
批
判
精
神

が
に
ぎ
や
か
に
行
わ
れ
た
。

し
か
し
そ
れ
を
い
う
な
ら
、
現
在
で
も
両
陛
下
は
、
こ
の
皇
紀

ニ
ン
ト
ク

と
『
記
紀
』
の
記
述
に
も
と
づ
い
て
、
仁
徳
天
皇
陵
へ
の
御
拝
な

ど
を
な
さ
っ
て
お
ら
れ
る
。

そ
れ
は
、
古
い
歴
史
を
も
つ
国
と
し
て
は
当
然
の
行
事
で
あ
る
。

遠
い
先
祖
を
崇
拝
し
、
国
の
安
寧
を
祈
る
儀
式
な
の
だ
。

著
者
が
小
学
校
の
と
き
に
学
ん
だ
『
小
學
國
史
』
に
も
、
神
武

天
皇
の
即
位
は
書
か
れ
て
い
て
も
、
そ
れ
が
何
千
何
百
年
前
で
あ

っ
た
と
は
記
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

付
録
を
よ
く
読
む
と
何
と
な
く
わ
か
る
と
い
う
て
い
ど
で
あ
っ

た。
修
身
の
教
科
書
も
同
様
だ
っ
た
。

国
の
教
科
書
で
す
ら
、
公
式
行
事
の
基
準
と
し
て
の
『
記
紀
』

紀
年
と
、
学
問
上
の
修
正
と
を
、

両
立
さ
せ
て

い
た
の
で
あ
る
。

か
ら
か
、
な
さ
れ
る
こ
と
が
少
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

モ
ト
オ
リ
ノ
リ
ナ
ガ

江
戸
時
代
の
本
居
宣
長
ら
の
国
学
的
な
立
場
か
ら
の
批
判
を
ベ

つ
に
す
れ
ば
、
先
の
一
覧
の
な
か
で
こ
の
こ
と
に
明
確
な
意
見
を

ヤ

マ

オ

ユ
キ
ヒ
サ

述
べ
て
い
る
の
は
立
命
館
教
授
の
山
尾
幸
久
で
、
昭
和
四
十
年
代

こ
、

1

4
1
 

史
料
の
限
界
を
無

「古
事
記
・
日
本
書
紀
な
ど
の
国
内
史
料
に
比
べ
れ
ば
、

中
国
の
文
献
に
対
す
る
本
文
批
判
は
、

一
般
に
た
い

へ
ん
甘
い
。
特
に
魏
志
倭
人
伝
は
、
弁
析
す
べ
き
他

の
史
料
が
ほ
と
ん
ど
な
い
た
め
、

視
し
た
議
論
が
は
な
は
だ
多
い

と
警
告
し
て
い
る
。

山
尾
自
身
の
史
観
に
は
疑
問
を
か
ん
じ
る
面
も
あ
る
の
だ
が
、

文
献
批
判
に
つ
い
て
の
こ
の
意
見
は
正
し
い
と
思
う
。

ギ

シ

ワ

ジ

ン

デ

ン

こ
の
よ
う
な
『
魏
志
倭
人
伝
』
を
無
条
件
に
受
け
入
れ
る
シ
ナ

礼
賛
の
雰
囲
気
は
ず
っ
と
つ
づ
い
て
い
た
の
だ
が
、
戦
前
か
ら
疑

問
を
抱
く
学
者
も
存
在
し
て
い
た
。

大
和
地
方
の
遺
跡
発
掘
な
ど
考
古
学
で
多
大
な
業
績
を
あ
げ
た

ヒ
グ
チ
キ
ヨ
ユ
キ

樋
口
清
之
は
、

よ
り
）」

（佐
伯
有
清
の
引
用
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シ
ン
ピ

ョ
ウ
セ
イ

『
記
紀
』
の
紀
年
問
題
や
『
魏
志
倭
人
伝
』
の
信
憑
性
に
つ
い
て

は
、
あ
と
の
各
章
で
く
わ
し
く
記
す
こ
と
に
す
る
。

＊
 

西
尾
幹
二
と
い
っ

「
『
記
紀
』
が

A
級
史
料
と
す
れ
ば
『
魏
志
倭
人
伝
』
は

B
級
史
料

に
す
ぎ
な
い
」

と
断
定
し
て
い
る
し
、
文
化
勲
章
の
和
辻
哲
郎
も
、

〈天
照

大
神
〉
の
神
話
を
聞
い
て
〈
卑
禰
呼
〉
の
話
を
創
作
し
た
疑
い
が

あ
る
、
と
述
べ
て
い
る
。

さ
い
き
ん
で
は
、
岡
田
英
弘
、
渡
部
昇
一
、

た
啓
蒙
家
た
ち
が
、

「
こ
ま
か
な
議
論
に
は
値
し
な
い
文
献
だ
」

と
主
張
し
て
い
る
。
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